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短 　報

ハンドエルゴメーターを用いた
施設入所型車椅子使用者に対する運動処方プログラムの実践

天岡 　寛�� 　石本恭子�� 　小野寺 　昇�� 　末光 　茂��

要 　　　約

施設入所型車椅子使用者に対する運動処方の実践効果を検討することを目的とした．対象は，頸椎後
縦靱帯骨化症にて施設入所中の車椅子使用者で，�型糖尿病を罹患している
�歳の女性 �名であった．

運動処方プログラムはハンドエルゴメーター（������ ����� ������� ����，������社製）を用い，
平成�
年��月から毎週水曜日，車椅子に座った状態のまま水温を
	℃に維持した足浴状態で行った．
また同時に対象者の筋力向上を目的として，日常生活内にチューブを用いた筋力トレーニングを �日
�回（朝・晩）の頻度で日常生活の一部として取り入れた．その結果，ハンドエルゴメーター駆動運
動時の総回転数が増加し，連続回転数及びその時の回転速度も向上した．空腹時血糖値の低下，イン
スリン皮下注が�	単位から��単位に減少した．毎週水曜日を心待ちにしていることなど今回の運動処
方が日常生活に張りを持たせただけでなく，精神面においても効果的であったことが示唆された．

は じ め に

�� !�� "����は，施設に入所している車椅子使
用者の多くは，日常活動量（�#$�%�$& �' (���& ��%��)*

�"+）が低く，心臓血管系を良好な状態に維持す
ることが難しいことを指摘している．このことは，
生活習慣病罹患率を高める要因となり，生活の質
（,-���$& �' ��'�* ,�+）を低下させると考えられる．
これらことから，車椅子使用者の日常活動量を増加
させるための運動処方が必要であると考えられる．

生活習慣病の中でも合併症を引き起こすリスク
ファクターの一つである肥満を伴う糖尿病患者は，
�	�	年には�.			万人に達するとされている���．我が
国の糖尿病患者の
�/は，生活習慣の影響を受けて発症
する �型糖尿病（�0""�）である���．�0""�の治
療の目標は，厳格な血糖コントロールによる慢性合
併症の予防であり，薬物・食事・運動の各療法があ
る．中でも �0""�において.運動療法が効果的で
あるとされ，その効果には，全身持久力を向上させ

るだけでなく，血糖のコントロール，インスリン抵
抗性の改善，肥満の解消が含まれている���．
近年，健康増進や予防医学の面から水中運動が注

目されている�����．ヒトは水中において水の物理的
特性の影響を受け，陸上とは異なる生体反応を示す

ことが明らかになっている������������．水の物理的
特性は，健康を支える柱の一つである休養にも効果
をもたらすことが明らかになっている����	�．入浴
もその手段の一つであり，部分浴として代表的なも
のに足浴がある．足浴により上肢の血流が増加する
ことが報告されている�
�．
車椅子使用者においても水中運動は可能であるが，施

設入所型車椅子使用者においては，疾病の状態等によ

り浸水することが困難である場合が多い．ハンドエル
ゴメーター駆動動作は車椅子に座った状態のままで
行うことができる．また，ハンドグリップを握るこ
とが困難な場合においてもハンドグリップに固定す
ることによって運動実施が可能であると考えられる．
これは，施設入所型車椅子利用者において日常活動
量を増加させる手段の一つであると考えられる．
そこで，我々は，車椅子に座ったままの状態で足
浴することで上肢の血流を増加させ，かつハンドエ

ルゴメーター運動ができる環境を整え，施設入所型
車椅子使用者に対する運動処方を実践し，その効果
について検討した．

研 究 方 法

　（�）対象者

対象は，�県�市の身体障害者療護施設に入所中
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の頸椎後縦靱帯骨化症，頸随損傷による両下肢麻痺，
手掌，手指麻痺および糖尿病を罹患している
�歳の
女性 �名であった．
　（�）対象者の運動機能

対象者の運動機能は，両上肢手関節から末梢までの
筋力レベルは1レベル，両手指の関節は進展位拘縮状態
のため握力は 	 �)，下肢も��2レベルの不全頸椎損傷
であった．車椅子駆動レベルは自立レベルであった．
　（�）運動処方プログラム実践前の状況

�型糖尿病は，平成 
年に集団検診にて指摘さ
れた．インスリンを皮下注（朝・ノボリン ��
μ，
夕・ノボリン ���μ）していた，食事は制限され，
�.�		�#��3日であった．高血糖であることを考慮し

て，日常活動量増加を目的として車椅子でゴルフ
ボールを�	個運ぶ（片道約�	!を�	往復）ことを日
課としていた．
　（�）運動処方プログラムの実践

運動処方プログラムは，ハンドエルゴメーター
（������ ����� ������� ����，������社製）
を用い，平成�
年��月から毎週水曜日の午後，およ
そ�	分間の運動を展開した．また同時に対象者の筋
力向上を目的として，日常生活内にチューブを用い

た筋力トレーニングを �日 �回（朝・晩）の頻度で日
常生活の一部として取り入れた．ハンドエルゴメー
ター運動は，車椅子に座った状態のままで行い，水
温を
	℃に維持した足浴状態で行った．運動前後の
脈拍を 24+5� 6��2�（5�0��社製）を用いて
記録した．血圧は手首自動測定血圧計（松下電工社
製）を用いて測定した．ハンドエルゴメーターを用
いた運動処方の様子を図 �に示した．

図 � ハンドエルゴメーターを用いた運動処方プログラム
の実践の模式図（車椅子に座ったままの状態で行う
ことができる）

　（�）インフォームドコンセント

本研究の対象者および施設については，ヘルシン

キ宣言の趣旨に沿って研究の目的，方法，期待され
る成果，不利益がないこと，危険性を十分排除した
環境とすることなど十分な説明を行い，参加の同意
を得た．また，運動処方を行う上で施設と提携して

いる医師との連携を保ち，施設常勤の看護師から対
象者の状況等を把握した．

結果及び考察

運動処方プログラムの実践経過を表 �に示した．
対象者は，入院（ �月�
日，��日），積雪（ �月 �

日）等の理由により実践不可能であった日を除いて
欠席することは無かった．

表 � ハンドエルゴメーターを用いた運動処方プログラム
の実践経過

今回用いたハンドエルゴメーターは�	回転3分で
運動強度を設定するものであったが，対象者の症状，
筋力を考慮して負荷設定を 	7とし，対象者が回せ
る回転数を負荷とした．足浴は，対象者が糖尿病を
罹患していることから，足浴できる状況でないとき
には足浴無しにすることや，その日の対象者の体調

により負荷を設定し，対象者に無理な負担がかから
ないように注意した（��月��日；風邪のため．�月
�日；左腕痛のため）．
運動処方開始当初は �回転させることが精一杯で

あり，補助を付けて回転させていたが，数回の実践
により補助の必要がなくなった．同時に総回転数が
増加した（図 �）．このことは，筋力向上を目的とし
たチューブトレーニングがゴルフボール運びと同様
に日課として定着した効果であると考えられた．こ

のことを踏まえて，��月 
日から実践プログラムに
「最大限のスピードで�	回転」を取り入れ，無酸素
的な運動負荷も加えた．
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図 � ハンドエルゴメーターを用いた運動処方プログラム
の実践における総回転数の推移

図 � ハンドエルゴメーターを用いた運動処方プログラム
の実践における連続回転数及びその時の回転速度の
推移

表 � ハンドエルゴメーターを用いた運動処方プログラム
の実践における脈拍数の推移の一例

総回転数の増加と共に連続回転数及びその時の回

転速度も向上した（図 �）．表 �に運動処方プログ
ラム時のハンドエルゴメーター運動回転数と脈拍の
変化の一例を示した．運動後脈拍は上昇したが，運
動終了後には安静時まで速やかに回復した．車椅子
使用者において上肢エルゴメーターを用いたトレー
ニングにより全身持久力が向上したと報告�����され

ている．本研究においてもハンドエルゴメーターを
用いた �週間に �日の継続的な有酸素運動の実践が
全身持久力の向上や心臓血管系に効果を及ぼしたも
のと考えられた．

運動処方の実践により空腹時血糖値の低下（運動
処方前；��
!)3(�，運動処方実施（平成��年 �月��
日）；�	8!)3(�），インスリン皮下注が�	単位（運
動処方プログラム実践前）から��単位（ �月��日現
在）に減少し，�型糖尿病改善に効果的であったと
考えられた．
現在，車椅子マラソンや車椅子バスケットボール

等様々な車椅子スポーツ競技が行われている�����．
しかしながら，施設入所型車椅子使用者においては，

車椅子動作は，上肢だけでなく体幹部を含むダイナ
ミックな動きとなるため，障害の程度によっては持
続して行うことが困難であると考えられる．さらに，
車椅子走行が安全で快適に行えるような道路（歩道）
が整備されていないこと，また，大型トレッドミル
や車椅子エルゴメーターを導入することが困難であ
ることなどの問題から，車椅子を用いた運動実践の
機会を日常生活の中で確保することが困難であると
考えられる．

一方，今回用いたハンドエルゴメーター駆動運
動�����������	�は，肩関節を中心とした動きであり，
単純な回転作業を繰り返す運動であるため動作が安
定している．また，負荷設定が容易であることや，
車椅子に座ったままの状態でできる．これらのこと
は，施設入所型車椅子使用者においても運動実践の
機会を日常生活の中で確保することができると考え
られる．
足浴には，上肢の血流を増加させ，皮膚温を上昇

させること 
��
�や免疫機能の向上���などの効果が
ある．また，片下肢麻痺患者に対し，麻痺側下腿を
温水につけることで非麻痺側の下肢筋力を増加させ
た ��� 報告もある．今回の運動処方プログラムにお
いては，終了後に手指先が温かくなることや足浴部
がほのかに赤くなる等の上肢および下肢血流増加
が認められた．また，対象者からの聞き取り調査か
ら，足浴をする方が良いことが挙げられた．これら
のことから，今回の運動処方プログラムにおいても

足浴による効果は十分に得られていた可能性が示唆
された．
日常生活における対象者や施設関係者の聞き取り

調査では，両上肢の挙上げが頭の後ろまで出来るよ
うになったことや，車椅子上での姿勢が良くなり姿
勢変化や身体を支えることも自分で出来るように
なったこと等があげられた．対象者は肩凝りの解消
を認めた．また，運動処方プログラム実施日は，よ
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く眠れること等があげられた．対象者が，実践日で
ある毎週水曜日を心待ちにしていることなど，今回
の運動処方の実践が日常動作能の向上だけでなく精
神面においても効果的であったことが示唆された．

ま と め

糖尿病を罹患している施設入所型車椅子使用者に
対する運動処方を，足浴を利用し車椅子に座った状
態で運動を実施することができる環境を整え実践し
た．以下の結果を得た．

�� ハンドエルゴメーター駆動運動時の総回転数
が増加した．

�� 連続回転数及びその時の回転速度が向上した．
�� 空腹時血糖値の低下，インスリン皮下注が�	

単位から��単位に減少した．

� 日常生活において日常動作能の向上が示唆さ
れた．

本研究は，平成��年度厚生労働科学研究費補助金障害保

健福祉総合研究事業課題番号 ����障害����によった．
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